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四つのテスト

－言行はこれに照してから－

1．真実か、どうか

isit the truth？

2．みんなに公平か

isitfairtoallconcerned？

3．好意と友情を深めるか

Willit build goodwill and

better friendships？

4．みんなのためになるかどうか

Willit be beneficial to all

concerned？

も隔りを取り除こうや

出席報告

本日の出席　会　員　数　　　61名
出　席　数　　　45名
出　席　率　73．77％

欠　席　者　阿宗君、阿部（裏）君、荒明君
安藤君、長谷川（悦）君、早坂
（徳）君、林君、橋滞君、平田
（圭）君、粕川君、金野君、三
井（徹）君、斎藤（栄）君、斎藤
（信）君、佐藤（昇）君、富樫君

前回の出席　前回出席率　65．57％
修正出席数　　　54名
確定出席率　88．52％

メークアップ　五十嵐（伊）君一酒田東RC

阿宗君一新庄RC
薮田君一高畠RC
阿部（塞）君、長谷川（文）君、
林君、五十嵐（一）君、金井君
今間君、三井（徹）君、摩君、
高橋君、富樫君、鷲田君

一鶴岡西RC

ビジター　帯谷義雄君、五十嵐卓三君、
松田善三郎君一鶴岡西RC

スマイル　上野三郎君
酒田市浜町通りに、ホームベーカ
リーラッケル開店の為

会長報告

今日のスケジュールは、前回の例会で早坂

さんから老人問題を捉起されましたが、しり

きれになったので、今日改めて別の見地から
でも早坂さんからも一度発言をねがいます。

次に新年度の親睦委員の方々にお諮りした
いことがあるので、例会終了後お残りねがい
ます。
それから報告事項を申し上げます。それは
未だはっきりした数字をつかみ得ませんので

概数ですが、過日当ロータリークラブも共催
しました西多賀ベッドクールの映画の観賞会

は27日、28日の両日中央公民館で上映されま

した。27日の夜と28日の夜に私が出まして数

えたところによると、27日の夜が約80名位、

同日の昼が約100名位、28日の夜が約80名位

で大体合計で260名内外の方々からみていた

だきました。そのときに募金の由を設けまし

たが、たまたま小中学生が多かったためもあ

り募金の額は少く、総額で約13，000円位との

ことです。詳細は調べ了えましたらプリント

にして報告したいと存じます。西多賀ベッド

サイドでは大変喜んで帰られ、このような企

画があれば他の団体でもやっていただけば有
難いと言っておられ、ロータリークラブによ

ろしく言ってくれとのことでした。
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それから、株式会社海外旅行からの案内で

すが、対照とするのがヨーロッパの生活体験
「夏のスイスで楽しい交流なしましょう」と

いうことです。ヨ一・ロッパの生活体験、ただ

年令が12才から18才までの男女が、夏休みに
スイスで過して、「若い世代に世界を身近
に」というテーマで、ヨーロッパの世界体験

をするということです。お子さんなりお孫さ

んに、参加させる会員の万がございますれほ

お申込ねがえれば有難いと存じます。その資

料を回覧いたします。
次に新会員の推選状について、次回例会ま
でで〆切りたいと思いますので、若し推還さ

れる方がありましたら、御提出ねがいます。

今のところ6人の万が出ております。一緒
にしたいと思いますのでよろしくねがいま

す。
次に時期的に手配がおくれて申訳なかった
のですが、此の度退会される林先生、転勤に

なります粕川さんにロータリークラブの方か

ら記念品として差上げるべく手配中のもの
が、今日届きましたので、私と幹事が林先生

までお伺いしてお届けしたいと思います。粕

川さんにもそのようにしたいと思いますので

ご了承ねがいます。

店舗開店の質問に応えて　　上野三郎君

お蔭様で、ささやかな家ですが、酒田市浜

町通り九一本店の三軒目の隣に、ホームベー

カリーを開店しました。ラッケルという名前

はデンマークの言葉だそうで、他の方からお

ききしたところによると、非常においしいと

か、高級だとかそういった意味だそうです。

私共のねがいとしては、その吉葉のような、
おいしい製品を楽しい雰囲気で買っていただ

き、いつまでも可愛がっていただきたいとい

うのが念願であります。どうぞ酒田においで
のときには、一寸お寄りいただけは有難いと

存じます。

老人間題について　　早坂源四郎君

先週の例会で老人問題を採り上げましたが
また本日も時間の余裕があるので、重ねてこ
の問題を採り上げたいと思います。

私の次に、佐藤伊和治さんがお話しなさる
そうです。それから池内さんも一言あるとい

うことで、私は10分間位この間題だけで恐縮

ですがふれてみたいと思います。

先日の例会で張先生が医学的な立場から．

老人には個体的に差があるので、年令的には
云えないというドクターとしての話がありま

した。誠にごもっともなお話で傾聴いたしま
した。私が老人を意識したのは昨年山形県庁
から老人の調査表がまいりましたアソケート

です。相当詳細にそれを記入しなければな

らん。それが大体60才を基準にしている。そ

れからその次に、市役所の方で、何か60才に

なると何かするというような保険があるとい

う話であります。また所得税法これはいま行
政面、所得税法から申し上げますと、皆様御

承知のように65才になると老齢控除というの
があります。これで何万円か税金が安くなり
ます。それから佐藤さんが会長をやっておら

れる厚生年金は、たしか満65才になると掛金
が15年間保険に入っておれば資格を得られま

す。私は末だそれをいただいておりません0

それは掛金が未だ15年にならんからでありま

す。来年あたりに箕えるでないかと楽しみに
しております。こういうことについて佐藤さ
んからお話していただきたいと思います。

以上からして老人とは満65才が基準になっ

てくるのでないかと思われます。一方立場を

かえてゴルフクラブはこれをどう扱っている

かというと、ゴルフクラブではシニアーとい

う特別の会員があって、これは60才が基準と

なっております。ロータリークラブはどうか

というと、60才で満10年会員であると、シニ

アーであることを本人が希望出来るとなって

おります。満65才になり会員で5年おると自

動的にシニアー会員にさせられます。という
ことは、ローークリークラブでは満65才になる

とシエアーと考える。シニアーというのは御

承知のように元老とか、上の人という意味で
老人という言葉に使ってないが、事実は老人
です。国際的にみても我国の所得税法厚生年

金法から云っても、外部的条件からみれば、
満65才が老人である。ただ問題は老人を意識
しているか、意識してないかというちがいだ
と思います。
こういうことを云ったって、ロータリーク

ラブの人はおそらく老人意識はないと思いま

す。何故なれば、仕事をしておられる。麦〉る
いほ社会的に活動しておられる。経済的に恵

まれている。こういう方は、私の考えとして

は老人の範囲に人らんではないかと思いま



す。

私はここで、老人間題として社会問題とし
て、採り上げてくる老人福祉の問題が、やは

りそういう環境の内助でないかと思うのであ

ります。これについて政府はどういう見解を

もっているかということをお話し申し上げて

私の話を終りたいと思います。

実は資料は偶然に見付けたのです。何か時

事通信の雑誌に書いてあった佐藤首相の答弁
ですが、これは今年の1月25日衆議院の本会

議で公明党の竹入議員に対する答弁です。

「最近における人口構造の変動に伴い、急
速『こ人口が老齢化しつつある老人福祉の問題
が益々重要になっていることは、さきに施政

方針演説においても指摘した通りでありま

す。46年匿予算の編成に当ってほ、充分この

点に配意したものであり、新しく一人暮しの
老人対策として、相談電話の設置、疾兵時の

看護人派遣に対する助成、老人の生甲斐を昂
めるための老人社会奉仕団活動の助成、寝た

きり老人対策として在宅枚能回復訓練を実施

するなど、きめ細い配慮を払ったものであり
ます。更には特別養護老人ホームの大型整備

をはかるなど、46年度予算をよく御覧いただ

ければ、老人に対して極めて冷淡であるとい

う非難は全く当らないことをよく御理解いた
だけると思います。なお老人以上の無償化に
ついて（医療費）御提案がありましたが、社

会保険審議会において老人医療は公費負担に
よるべきであるという意味が強いことは、私

もよく承知しております。しかしながら、一

方において、医療保険制度の抜本改正の一環

として、老齢保険制度の創設が議論されてい
るところであります。この問題についてなお

慎重に検討したいと考えます。なお当面老人
医療問題の改善をはかるため46年度予算にお
いて、健保の給付内容につき老人及び長期勤

続者を対称として改善措置を講じたことを申
し添えておきます」

以上のようなものですが、私は正直に言っ

て今申し上げたことはよくわかりません。し

かし政府もいろいろ問題を考えていることは

事実であります。我々がこれに対し余りにも

関心をもたな過ぎたことを今更ながら驚いて
いる次第です。自分自身が今更ながら法的に

老人ながら。以上でございます。

老人問題等について　　佐藤伊和治君

林先生が引退され、手塚さんがおやめにな

って、辻さんもやめられるということになる

と、私が最年長者になるかもしれません。

老人もいいところで、老人とははや桶に片
足を突込んでいることなりと云われるが、私
もその通りです。やはり秋霜落莫として、何
とも云えない感じというのが老人ではないか

と思います。私でなくて老人とは何ぞやとい

うことを、先頃からあたりでぎゃ－ぎゃ－い

っておりますが、第一線を退いたものが老人
だというが、それは形の上だけで、若し人間
は活きているのだから創造性がなくなったら

速かにあの世に行った方がよいと思います。

やはり新しいものを創造していくという意慾

創作慾がなくなったら作家も零で、創造力が
なくなったら人間も零です。そんなのが、育

っているんだから、老人福祉対策として金を

支給するなどということは、もったいないと

思います。マルチソ・ソーバーというイギリ

スの哲学者が、83才から85才まで3年間かか

って老人の対話という本を完成したといわれ

ます。その結論は、これから物をはじめると
いうことを忘れなかったら年寄というものは

素晴らしいものではないかと云っています。

それがなくなったらあの世行きだとのこと。
これが結論だったのです。

28代、30代は素晴らしいものだと思いま

す。40～50～60代などは、分別盛りでずるさ

の骨頂だと云われます。これはずるい人間の

集りだと裏返しによく云えば、分別盛りだと
いうことになります。やはり20～30代の本当

の向う見ずのアイディア創造力のあるところ

に人間の華々しさがあるでないかと思いま
す。
20～30代の世代をとり上げるのが年配諸君

の責任でないかと思います。俺がやるんだな

どということであったら、余程頭の悪い男で

ないかと思います。

忘れもしない2月27日に、厚生年金のこと

で陳情に行きました。事を実現するには、ど

うしても代議士の力を借りなければ仲々容易
に出来ないことを私は、昭和7年のときにつ

くづく感じました。私の会社の組織、財団法
人克念社は創立に際し、完全に当時の2区松
岡代議士の力を借りたのであります。彼の奪
斗振りは大したものでありました。

林先生が今度おやめになるとのことで、私



が2～3日前に高専に行って種々お話してき

ましたが、高専を運営するにしても．殆んど

代議士の力を借りなければ何も出来ませんと

彼が述懐しておられました。
私共も諸代議士からいろいろお世話になっ
ております。やはり最高機関だからそういう

仕組になっているので、これはと思う力のあ
る代議士に対しては、一辺の力を尽すのが、

我々地域住民のためにいいんではないかとい

うのが私の持論であります。
さて話が戻りますが、2月27日、厚生省で

は厚生年金のことで10ヶ所位廻りました。厚

生年金は、外国に比べて余りに劣りすぎてお
ります。それでもよくわからないが、わから
ぬなりに向うに当ってみると、厚生省の役人

も本当のことを云うので有難いものです。厚

生省の某局長から、君方のやることは実に有

難いから自分の革を貸すので大蔵省に行って
くれとのことでした。そして大蔵省は冷いぞ
と附言されました。
それから大蔵省に行って、恩給と我々の厚

生年金とが余りに差があり過ぎることで、
（これは天地の差もあるので、それでも社会
福祉なくして国家の経済の生長なく云々と云
われているが）役人と話し合いました。そう

したところ役人は、恩給と厚生年金に差があ

るのは君方の責任だと云うのです。役人は我
々が雇っているから我々を保護するのが当然

ではないかと。お前の方の従業員はお前万が

雇っているからお前万が保護するのが当然で
はないかといわれました。これに対して、国

家の経済を支えているのは役人では断じてな
いと。我々であると。それに差別をつけるの

は何事だと反駁したところ先方はだまってし

まいました。そしてよくわかりましたと云っ

ていました。しかしわかったものかどうかは
はかりしれません。

そう云ったこともあったので、私の本当に

考えることは、年寄として体力は衰えてそん
な感がするのですが、それが心の持ち方次第

などということでなく、自分が新しいことを

やることによって新しいアイディアが自分で

浮ぶということがあるうちは、私は年寄では
ないではないかと思います。そうでなくマン

ネリズムで、今までやってきたことをくりか

えすことでは完全な年寄と云われます。何と
云われようとも、俺は俺の考えがあり、20～

30代の人々の若い世代のアイディアをそっく

りとり上げて、それは俺がやり、責任は俺が

負うんだという風になってくることの方がい

いではないかと、私は斯様に信じて疑わない

のであります。まだまだやりたいが、やられ

なくなったときは左様ならなんだ害と思いま－

す。

兎に角ロータリークラブの老化現象なしと

私は断じて云われないと、やはり新しい活き

活きした事なたのしみながらやっていくとい

う恰好になるなら老化現象ではなく、そうで

なかったら老化現象と云えます。
重ねて申しますが、とに角新しいことを産

み出す力のあるうちは、老化現象ではないと

思います。

幹事報告

会報到着
郡山RC、尾花沢RC

例会変更
東京日本橋RC　4月6日

PM　5．30～6．30

チャーターナイト案内

尾張旭RC　6月20日（日）

ホテル・ナゴヤ・キャッスル

4月定例理事会

4月6日（火）AMll～　例会場


